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あけましておめでとうございます。旧年中は大変

お世話になり、ありがとうございました。 

今年は自分の手の中にある小さな幸せに感謝

して、今を頑張りたいと思います。人は他人と比較

して一喜一憂したり、物事に執着し過ぎたり、他人

の目を意識しすぎる事があると思いますが、他人と

比較して生きる人生ほど無意味なものはないと思

います。他人は手の中にはありません。手の中に

ある自分をよく見つめることが大切だと思います。 

また富の分配は不平等でありますが、物から得

られる効用（満足）は支出した金額に比例する事

なく皆平等です。この自分の手の中にある小さな

幸せに感謝して、毎日を心豊かにしたいもので

す。 

【健康経営の一環として「揚げ物税」】 

人手不足が叫ばれる中、できるだけ働きやすい環境を整えて社員を

少しでも長く健康に勤められるようにと、工夫を凝らした福利厚生

に力を入れる企業も多くなりました。インターネット関連サービス

大手のヤフー株式会社では、社員の健康増進に役立てるために独自

の税を導入したそうです。その名も「揚げ物税」。これは社員食堂

で提供する揚げ物料理の一部について 

100 円値上げするというものです。一方、

魚料理については「お魚還元」として 

150 円値下げしました。例えば、チキン

南蛮定食は 591 円から 691 円に、サバの

みそ煮定食は 693 円から 543 円に。 

ヤフーの社内調査によれば、社員が昼食で脂質を取りすぎる傾向に

あるという実態が判明し、それが多く含まれる揚げ物料理を控え、

よりヘルシーな魚料理を食べてもらおうという社員の食生活の改

善を狙うことを目的にこの制度を設けました。ヤフーでは以前から

「社員の健康は生産性の向上につながる」という「健康経営」に取

り組んでおり「社員の健康は企業の繁栄にもつながる」という発想

をもっていたそうです。値上げするだけでなく健康に良いメニュー

をお値打ちに提供することにより、社員の体と懐の負担を軽くして

元気に長く働くことができる仕組み。このようなユニークな税制度

は今後、多くの企業で導入されていくかもしれませんね。 



今月の商売のヒント：【シンプルなごちそう】 

優れた経営者の中には、ひそかに茶道の心得のある人が少なくないと聞きます。400 年以上も続く究極のおも

てなしの心として世界にも知られている茶道。その本質は、亭主（主催する人）が一期一会の精神で正客を 

おもてなしすることです。茶道の世界観に経営者としての道を求めるのは、ごく 

自然なことかもしれません。茶道の創始者ともいえる千利休が説いた茶道の在り 

方に「利休七則」があります。 

一則、茶は服のよきように点（た）て（相手の状況や気持ちを考えながら心を込 

めて茶を点て） 二則、炭は湯のわくように置き（的確に誠実に準備を行い） 

三則、夏は涼しく冬は暖かに（相手が心地良いと感じるようにもてなし） 

四則、花は野にあるように（本質を見極め） 五則、刻限は早めに（心にゆとりを持ち） 六則、降らずと

も雨の用意（万全に備え） 七則、相客に心せよ（お互いを尊重しあう） 

つまり利休七則とは人をもてなすときの心得です。今さらと思った人もいるでしょ 

うか。まさにそんな逸話があります。ある日、弟子が茶の湯の極意を求めてきたの 

で、千利休はこの七則で答えたそうです。すると弟子は「それくらいのことなら私 

もよく知っています」と言ったそうですが、それに対して千利休は「七則ができる 

なら、私はあなたの弟子になりましょう」と返したそうです。日本人は古来より 

「和の心」を大切にしてきました。けれど「相手のため」や「尊重しあう」といったことは、ただ自分を相

手に合わせていればいいというものではありません。例えば、炊きたての白いご飯、おみそ汁、お漬け物の

組み合わせはシンプルにしてある意味、最高のごちそうです。とはいえ、この３つを全て混ぜてしまったら、

それぞれの味も組み合わせのバランスも台無しです。ご飯はお茶わんに、おみそ汁はおわんに、お漬け物は

小鉢に入れて、それぞれの器がひとつのお膳に収まってこその「ごちそう」です。大上段に構えなくても、

身の回りに今すぐできる小さなことはありませんか。商売は「シンプルなごちそう」でありたいものですね。

今月の商売のヒント：【見えないたすきに込めた思い】 

お正月の恒例行事のひとつといえば駅伝でしょう。箱根駅伝を見ないと新年になった気がしないという声を

よく聞きます。箱根駅伝誕生のきっかけを作ったのは「マラソンの父」と呼ばれた日本人初のオリンピック・

マラソンランナーの金栗四三（かなくりしそう）氏です。１９１２年、金栗氏は 

オリンピックのストックホルム大会に参加するも結果は惨敗。日本の陸上競技の 

遅れを痛感し「日本のマラソンが強くなるためには長距離やマラソン選手を養成 

することだ」と考え、選手を一度に養成するために思いついたのが「リレー種目」 

だったそうです。東京高等師範学校の野口源三郎氏、明治大学の学生ランナーの 

沢田英一氏とともに「将来はアメリカ大陸横断を」という壮大な計画を立て、ま 

ず選手の選抜をするために関東の多くの大学と専門学校などに参加を呼びかけて対抗駅伝を行いました。 

コースは東京から箱根までの往復。１校 10 人がたすきをつなぎ、２日間に分けて完走を目指す。これが箱根

駅伝の原型となり、翌年の１９２０年２月１４日に記念すべき第１回東京箱根間往復大学駅伝競走が開催さ

れたそうです。参加した大学は明治、早稲田、慶應義塾、東京高等師範（現筑波大学）の４校。第１回の復

路と総合優勝は東京高等師範学校。往路を制したのは７時間 30分 36 秒の明治大学でした。 

結局、金栗氏たちのアメリカ大陸横断計画は実現しなかったそうです。しかし、 

マラソン普及に心血を注いだその思いは、箱根駅伝という形で今に受け継がれて 

いるのだと思います。金栗氏の情熱。母校の名誉。仲間への感謝。自分へのエー 

ル。金栗氏が手渡したたすきに込めた思いは計り知れません。「今までは商売をマ

ラソンに例えていたけど、これからは駅伝でいきたい」と言った知人がいます。 

30 代で起業して、商売という長い道のりを一人、黙々と走り続けてきた彼は、70

歳を目前にした今、これからは次の世代に何を残していけるかを考えて商売をしたいそうです。何をやるか

より、どうやるか。思いを込めた見えないたすきを手渡すために残りの人生をかけるそうです。 

パテを、米粉と酢を使った「シャリバンズ」で挟むと濃厚なてりやきソースと玉ねぎの

天ぷらが魚の風味を引き立てます。水産資源の有効活用を目的とするプロジェクトで開

発した、化学調味料や人工保存料は一切無添加の体にやさしい国産天然魚 100％のハン

バーガーです。企業として食品ロスや食の安全に真剣に向き合い、具現化した一品です。

くら寿司の意外なメニュー「フィッシュバーガー」が評判です。

鮮度が抜群でも寿司ネタには使用できない魚や部位を生かした 

希望を胸に新年を迎え

て意気揚揚の運勢で

す。変化を求めたくな

っても今の延長線上で

まい進したほうが吉！

何事も粘り強く事に当

たると運気が上向くで

しょう。単純な作業も

安定第一と考えて真面

目にこなすことが鍵。

人生の先輩との関係が

運勢を左右するため依

頼事には誠意をもって

尽力を！周囲に優しく

接すると運気がＵＰ！

対人運が良好で初対面

の人とのお付き合いに

忙しくなる月です。信

頼と信用を第一に人脈

拡大に励みましょう。


